
　　安全への取組み　ⅰ

　　　安全目標に沿った、重点施策及び実施事項

　　　１-1　効果的なリスクアセスメントの実施

　　　１） リスクアセスメント作業手順書を有効活用する。また、現地の作業に合うように　

見直し・指導をおこなう。

　　　２） リスクが明確になるように作業内容を具体的にする。リスクを低減する措置を

優先・特定する。　

　　　３） リスクアセスメントKYシートの安全対策を実施すれば、　リスクが低減する

ように充実を図る。

表面

裏面
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　　わが社におけるリスクアセスメントの取組みについて

　　☆　RA導入スケジュール

　　　平成１８年４月から改正労働安全衛生法の施行に伴って教育、モデル現場での施行、水平展開を

　　行っている。　教育は、平成１８年４月に協力会社の職員を皮切りに、わが社の社員（中堅・若手社員）

　　及び協力会社の企業、職長を対象に実施している。RAの現場での推進は、　主にリスクアセスメント

　　危険予知を展開している。

平成２１年１月３０日 
福岡中央労基署 モデル事業場（依頼） 

平成２３年 ２２工種 RA作業手順書完成・配付 

平成２０年 １２月作成 
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　　安全への取組み　ⅰ

　　安全目標に沿った、重点施策及び実施事項

　　１-2　過去の災害を繰り返さないために積極的に取組む重点施策及び実施事項

１） 車両系建設機械災害防止対策の実施

①　「グッパー運動」  　②　「３・３・３運動」　　を積極的に実施する。

　　　☆ 平成２２年　８月　地盤改良・杭工事中

重機（ドラグショベル）キャタピラに足を挟まれる災害が発生しました。

　オペは、重機を所定の位置で次作業の構えをしていた。　被災者は、オペの補助的な

作業をする予定でしたが、重機のキャビンに革手袋を置いていたため、重機の方に移動

した。その時、次作業の位置にブームが届かなかったため、重機を移動した。

不運にも、被災者は重機の方に、重機は被災者の方に、　キャタに足を挟まれました。

「　思い込み　」　まさか、重機が移動するとは？　　作業員が重機の方に来るとは？

☆ 同じような災害を繰り返さないために、「グッパー運動」を徹底するように、各現場に通達、

実施しております。
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　　　② 「３・３・３運動｝

　　　☆ 現場では、無線を使っての作業が増えています。

クレーン等の作業には、合図者とオペレーターの「認識の違い・溝」があります！
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　　　③ コンクリート打設災害防止対策　９項目点検を確実に実施する。

　　　☆ 平成２０年１０月２５日　コンクリートポンプ車連結軸の破断による重大災害が発生しました。

この教訓を風化させないために『 安全を誓う日 』を設定しました。

　翌年から、各現場において「１０．２５」を展開しています。

黙祷を捧げ、今日一日の安全を誓っています

　　　☆ 過去の災害を繰り返さないために

コンクリート打設災害防止対策　９項目点検を確実に実施しています。
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　　　☆ コンクリート打設災害防止対策　９項目点検を確実に実施する。

　　　☆ コンクリート打設は、全員が「心を一つ」にして取組みます！
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　　　④ 丸のこ（卓上丸のこ等）の作業開始前点検の実施

　　　☆ 平成２４年　１月に、卓上丸のこによる災害が発生しました。

正に、ヒューマンエラーによる災害でした。　いつもの作業の繰り返し？

カバーが降りていない！回転が止まっていない！　そこに手を入れたら？

身近な災害が教訓とは悲しいことですが、この日から真剣に、作業開始前の点検を確実

に実施しています。　

　　　☆ 　　災害は発生していませんが、ボード等のカッター切断作業には、専用定規を使用する

ことを徹底しています。

　　　☆ 造作工事は、一人親方さんがほとんどです。　一人ひとりが安全意識を高めるため

「 安全宣言 」を行って、働く仲間に安全を約束します。

　　　☆ 専用定規を使うことは、リスク低減になります！
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　　　☆ 「 安全宣言 」を行って、働く仲間に安全を約束します。

この「安全宣言」は、初めての試みです！　　この効果は、期待ができると信じています！

　　　☆ 型枠工事の電動丸のこの作業開始前点検状況です。

リスクアセスメントの安全対策から「職長安全宣言」の後、全員で指差呼称を行っています。
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